


学生エンジニア団体ブレイブファルコン

株式会社ライカーズアカデミア 山梨県産業労働部新事業経営革新支援課

地域の魅力・課題を、地域の人材が、
テクノロジーを活用して発信・解決していける地域へアップデートする.
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各市町村

暮らし・福祉

伝統文化・特産物

安全・安心
みんながくらしやすい地域の実現

住み続けられる地域の実現

安心・安全に生活できる地域の実現

地域の教育機関・企業・民間

情報社会を主体的に⽣き抜くために必要な情報活⽤能⼒の育成に向けた地域連携について

県内の市町村⼩学校への、地域課題解決型のプログラミング教育導⼊に関しての紹介と取り組み

株式会社ライカーズアカデミア（以下ライカーズアカデミア）、⼭梨県
IoT推進ラボ（以下やまなしIoTラボ）、学⽣エンジニア団体
BRAVEFALCON（以下ブレイブファルコン）は、2020年度からの⼩学校
プログラミング教育、2021年、2022年での中学校・⾼校での実施に向け
て、プログラミング教育におけるスクラッチと⼩型マイコンボード
SchooMy（以下スクーミー）の連動性と学びの有効性、地域への貢献性
を検証する学びのトライアルを⼭梨県内の⼩学校と地域が連携して開始し
ていきたいと考えています。地域課題解決型のプログラミング教育の実証
を⾏います。（団体︓テラコヤアイオーティ）

背景

2020年度から開始される、新学習指導要領に基づく⼩学校プログラミング
教育の全⾯実施に向け、ライカーズアカデミアは、スクーミーのプログラ
ミング教育への活⽤をめざしています。

⼀⽅、次代を担う⼦どもたちの学校教育に⼒を⼊れる、次世代教育に⼭
梨県内の各市町村においてプログラミング教育をより有益なものとするた
め、児童向けの学習教材について効果的なものを求めているのではなない
かと考え、そのような中、農業での課題解決や介護や空き家、商店街の課
題などの実際の社会で起きる課題に対して、解決することができるスクー
ミーを学習教材として使⽤し効果を図るために、本トライアルの実施を⾏
います。ふるさとに誇りを持ち、地域や世界で活躍する⼈材、イノベー
ションを牽引する⼈材、やまなしのものづくりを担う多様な⼈材の育成を
⾏います。



クロステックラーニング ：様々な学びをテクノロジーを活用して行う。

地域の課題を、地域の人材が、テクノロジーを活用して解決できる地域づくりと人材育成を行う

技術力・創造力を身につけるプロジェクト 活用能力を身につける教材

ものをつくりながら技術を身につけます。 テクノロジーを活用して何ができるか考え、行動します。

連
動

〈主催〉
テラコヤアイオーティ

〈共催〉
学生エンジニア団体BRAVEFALCON

〈後援〉
山梨県（産業労働部新事業経営革新支援課事務局）・山梨県教育委員会
公益財団法人やまなし産業支援機構・株式会社ライカーズアカデミア

山梨県全市町村で、地域の公民館などを活用しプログラミング教育体験会を実施する。

全体の仕組み

学校外で学べる環境（プロジェクト）と、学校内で学べる教材を連動させる。

教材開発︓株式会社ライカーズアカデミア
教材費⽤︓にないてっく、まもてっく、くらしてっくの魅⼒の発信に関する教材は無料配布

課題の解決、データの収集の部分は、機材費⽤がかかる場合があります。



教材のイメージ

実際の社会でも活⽤することができる装置を開発できる「スクーミー」
とスクラッチを活⽤して⾏うプログラミング学習カリキュラム「にない
てっくプログラム」「まもてっくプログラム」「くらしてっくプログラ
ム」の３つと学校の総合的な学習や放課後を活⽤して学ぶことで、プログ
ラミング授業に対する児童たちの学習意欲の向上、ICT・科学技術全般へ
の興味・関⼼の促進と、テクノロジー活⽤能⼒の育成とそれによる地域活
性化を⽬指します。

また、本プログラムと連動している「スクールエンジニアプロジェクト
２０１９」（後援︓⼭梨県IoT推進ラボ（⼭梨県産業労働部新事業経営⾰
新⽀援課）、⼭梨県教育委員会、公益財団法⼈やまなし産業⽀援機構）に
おいて、ものづくりによって技術⼒・創造⼒を⾝につけ、本プログラムを
連動させ、⾝につけた能⼒を活かす活⽤能⼒の向上を図ります。

「情報発信」と「課題解決」の２点に着⽬して⾏う

①情報発信に関して（スクラッチの利⽤）

教室の中、校舎内、校庭を含めて学校全域、地域、⼭梨県内と、各エリ
アに置いて、住みやすさ、安全、地域の魅⼒などの観点で、⼦どもたちが
調査をし、その情報をスクラッチでプログラムをし、紹介できるような地
図をつくります。写真や動画など素材をパソコンの中に⼊れ、編集し、デ
ザインすることと、相⼿に伝わりやすいように表⽰をさせるようにするこ
とを、ブロックを組み合わせながら、画⾯上で実際に動かすことで、プロ
グラミング的思考を体感的に学習できます。わかりやすく伝えるための論
理的思考⼒の向上や表現⼒の向上などをめざします。また、地域特有の
テーマ(防災、観光、歴史)を題材に、発表の場を地域の施設(保育園、介
護施設、公共の場など)で⾏うことで、⾃然に⼦どもたちが地域に愛着を
持ち、地域とのつながりが深化することをめざします。

②課題解決に関して（スクーミーの利⽤）

情報を発信する際のフィールドワークで感じた課題や、「もっとこう
なったら便利なのに」という⼦どものアイデアを実現させる装置の開発体
験を⾏います。光の感知や、距離などを感知するセンサー（コネクタン）
と、LEDやスピーカーを組み合わせ、外界の刺激を感知して、それに応じ
た動きをさせることを、動作指⽰の書かれたブロックの組み合わせや、実
社会で使われているテキストベースの⾔語を扱い、スクーミーを実際に動
かし、プログラミング的思考を体感的に学習できます。またそれを実際に
活⽤し、使⽤する中で出てくる装置の課題や使いやすいものに改善してい
く過程で、ものづくりの楽しさを学び、やまなしのものづくりを担う多様
な⼈材の育成を⾏います。



スクラッチ上に“背景”と“写真や動画”を⼊れて、“説明⽂章”をつける

【地域の魅⼒発信】（利⽤素材︓地域の写真・地図）
・地域の特産物の紹介マップ
・地域のお寺紹介マップ
・地域の隠された名物紹介マップ
・活躍する⼈紹介マップ
・修学旅⾏や林間学校での事前学習または旅⾏記として活⽤ など

【学校安全】（利⽤素材︓学校・教室の写真、学校周辺の写真・地図）
・教室内で地震が起きた時に注意することマップ
・学校内の避難経路マップ
・登下校中の安全マップ
・地域内で注意するところマップ など

【暮らし】（利⽤素材︓家の中・部屋の写真）
・家の中のもっとこうなったら便利紹介
・バリアフリーになっているものの紹介 など

・パソコン上に背景として地図
や写真を表⽰させる
・クリックしてもらうアイコン
などを表⽰させる

・魅⼒や情報を、写真や動画、
⽂章で表⽰させる

click

活⽤例

Scratchに写真や動画、イラストを背景やスプライトとして読み込ませることにより名勝案内の地図
をつくることができます。
スクラッチで名勝案内を作ります。地図上の印をクリックすると観光地の画像と簡単な解説が表⽰さ
れるようにできます。
地図は、Googleマップなどの地図サービスサイトの画像をスクリーンキャプチャーしたものを必要
な⼤きさに加⼯して使う



地域の魅⼒や課題を⼦供たちが発⾒し、テクノロジーを活⽤して、発信や解
決を⾏い、新しいものを⼦どもたちが創造していく学び

伝統文化 特産物

テクノロジーを活⽤して、

プログラムの⽬的
伝統⽂化、特産物に関することを、地域の⼤⼈たちに教えてもらいICTを活⽤して、課題解決と魅⼒発信を⾏
うことで、地域の伝統⽂化の継承や特産物の⽣産の担い⼿不⾜問題を、地域の⼈材がICTを活⽤して解決して
いく地域づくりを⾏い、⼩学⽣世代が地域の担い⼿になれる仕組みを作ります。伝統⽂化と特産物に対して、
魅⼒発信と課題解決の２つをテーマにしていきます。
魅⼒発信では、写真や動画の加⼯から始まり、地域の伝統⽂化、特産物の図鑑をプログラミングでつくり、
他の地域のこどもたちに発信していきます。課題解決では、マイコンボードやセンサーを活⽤し、装置の開
発を⾏います。

【魅⼒の発信】
地域のフィールドワークを通して、地域の魅⼒的なものを写真や動画、スケッチで情報を収集し、その素材
をパソコンにデータを移し、編集します。その素材を組み合わせて、地域の地図を作ります。

開発例）※次ページに事例紹介
アイコンを押すと、写真が出てくる。
↓
写真が出てから、３秒経過すると⾃動的に、その写真を説明する⽂章が出てくる。
↓
４秒経過すると写真と説明⽂章が同時に消える。
↓
消えると同時に動画が流れる。
↓
動画が終了してから１秒経過すると写真が出てくる。
↓
４秒経過するとその写真が消える
↓
同時に、アイコンを表⽰させる。

【課題の解決・データ収集】
課題解決に関しては、商店街の課題、空き家問題、獣害、農業で困っていることなど地域のフィールドワー
クの際に、「不便なことはないか」という視点を持ちながら⾏動し、それを解決する装置を開発する。

開発例）
・畑に距離センサーを設置しておいて、猿が来て、畑に近づいた時に、アラートが鳴る仕組みをつくる
・桃の個数をカウントする装置をつくる
・商店街にどれだけ⼈が来ているかのデータを取る など

・スクラッチを使った地域の
魅⼒図鑑作り写真や動画の編
集など

・マイコンボード 「スクーミー」
を使った課題解決装置の開発
・データの収集を学び、

フィールドワークを通じ、

地域の課題を、地域の⼈材がテクノロジーを活⽤して解決していく地域づくりと担い⼿の育成



https://youtu.be/Kj6-X-j-ku8

地域の魅⼒発信のための地図づくり

【プログラミングのイメージ】【地図のイメージ】

【実際の動き】

【プログラミングのイメージ】【地図のイメージ】

【実際の動き】
https://youtu.be/Zj8ToF_GEso

【全体を表⽰させて、⾵景や神社の紹介】例.甲斐市

【観光マップを表⽰させて、施設の紹介】例.⼩菅村（道の駅こすげ）

【学校周辺を地図で表⽰させて、特産品の紹介】例. 甲州市（松⾥⼩学校周辺）
【地図のイメージ】 【プログラミングのイメージ】

【実際の動き】
https://youtu.be/spIGox6t24U



地域の課題解決のための装置開発

開発事例（プレゼン資料の紹介）





⼦どもたちが安全に⽣活できるために、⼦ども⾃⾝が学校安全（⽣活安全・
交通安全・災害安全）に関⼼を持ち、知識を持っていることが⼤切である。⼭
梨県警の総計資料によると、⼩学⽣以下の登下校の際に、⼈通りの少ない裏通
りで声をかけられることが年々上昇している結果が出ている中で、⼦どもたち
が⼈通りの少ない箇所の認知や、どんな箇所で犯罪が多く発⽣しているのか、
声をかけられた時の対応を知ることなどが早急に求められる。また、そのよう
な事態をおこなさないためにどのようなことが必要で、どのような対策が必要
かなど、未然防⽌や危険予測・危険回避を、テクノロジーを活⽤した安全指導
を⾏うことでより効率的に⾝につけることができると考える。

先進的技術、ICT・IoTなどを活⽤して、学校安全教育を、話を聞いて覚え
る座学などではなく、テクノロジーを活⽤した学校安全の学びのプログラムを
⾏い、進んで安全で安⼼な社会づくりに参加し貢献できるよう、安全に関する
資質・能⼒を育成すると同時に、先進的技術を活⽤し安全・安⼼に暮らせる地
域づくりの観点からの課題解決や、地域ぐるみでの活⽤など、先進技術を安全
・安⼼に暮らすことができる地域づくりの⼿段として活⽤するを⽬的とする。

テクノロジーを活⽤した学校安全教育を、⼩学⽣とその保護者を対象に⾏い
、テクノロジー活⽤能⼒と「⽣活安全」「交通安全」「災害安全」に関する様
々な危険の要因や事故等の防⽌について理解し、⽇常⽣活における安全の状況
を判断し進んで安全な⾏動ができるようにするとともに、周りの⼈の安全にも
配慮できるようにする資質・能⼒を⾝につけることのできるものとする。

「プログラミング教育」を「まもてっく」を通じて教育機関や地域の⽅々と
⼦どもたちがともに学び、様々な⾃然災害や事件・事故等の危険性、安全で安
⼼な社会づくりの意義を理解し、安全な⽣活を実現するために必要な知識や技
能の習得と、テクノロジー活⽤能⼒育成を⾏うことができるようにする。また
⾃らの安全の状況を評価し、必要な情報を収集から、安全な⽣活を実現するた
めに何が必要かを考え、適切に意思決定し、⾏動するために必要な⼒を⾝に付
け⽇々の⽣活に⽣かすことができると考える。

プログラムの⽬的

概要



学校安全マップ
の作成

安全装置
の開発体験

学校安全に関する教育 プログラミング教育×

学ぶ内容 具体的な内容

地域内での人通りの少ない場
所や、声かけなどが起こった
場所、踏切付近、災害時の避
難場所などを生活安全・交通
安全・災害安全に関する項目
で色分けしたポイントになる
箇所をPC上に地図で示し、
キーでそこ箇所をクリックす
るとそこが表示される写真や
動画が再生されるなどをその
地域ならではの安全マップを
プログラミングを通して行う。

生活安全に関する観点から見
ると、登下校中に使用できる
新しい仕組みを持った防犯ブ
ザーの開発、交通安全にに関
する観点から見ると、自転車
につけることができる新しい
照明器具の仕組みの開発、災
害安全に関する観点から見る
と、火災報知器などの災害を
検知する新しい仕組みなど、
生活安全、交通安全、災害安
全の各領域でセンサーやマイ
コンボードを活用して、現状
の課題や状況、シチュエー
ションに合わせて自分のアイ
デアで、製品を開発できる体
験を行う。

学びの効果

地域のフィールドワークや実
際の現場を見ることで、自分
の目で確認するのでより意識
することになる。またプログ
ラミングの内容も少ない手順
でできるので、教員が比較的
に扱いやすい。

ただの工作ではなく、どのよ
うな時に使う装置かや、使う
とどうなるかなどの学校安全
に関することを考えながら開
発することになるので、生活
安全、交通安全、災害安全の
各領域を意識づけをただ話を
聞いたり、体を動かす以上の
学習効果が期待でき、また、
より子供たちの危険予測・危
険回避能力を開発する体験の
中から身につけることができ
る。

安全マップを
プログラミングで作成する

例えば、安全な距離間の把握を
センシング技術で行う

例えば、防犯装置の開発体験を
マイコンボードを活用して行う

！

ピー
ピー

����https://youtu.be/Q0hRjkIl6kQ

まもてっく教材イメージ



センサーを使って次世代のからくり貯金箱を開発しよう

貯金箱

距離センサー

光センサー

距離を検知

照度を検知

【開発】※どんなものができるかのイメージ
お金をいれたら、光る貯金箱
その貯金箱の前をとおると、貯金をしようと
合図を送ってくる貯金箱
動く貯金箱
ある一定のお金がたまると、合図をしてくれ
る貯金箱

→発想次第です。

【お金の学び】
なぜ、貯金をする必要があるのか、貯金する
お金はどこから来たのか、
などのお金のことを親子で学び、貯金をした
くなる仕組みを自分で考え作成する。

【実施する意義・学ぶ意義】

お金の学びと、テクノロジー
は人の生活を豊かにすること
を親子で学ぶ。

金融やIoTに興味をもってもら
い、自分たちの身近なことで
あると感じてもらう。

貯金するお金がどこから来る
のか、またなぜ貯金が必要な
のかを学ぶ。

【成果物
・からくり貯金箱
・お金の学び
・貯金する意味

他にも色々な種類があります。

��	
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現在、福祉分野に関して開発中



みんなが暮らしやすい社会の実現 事例紹介


